
 

様式第１４号 

設計図書等に関する質問及び回答 

 

  令和８年８月４日 

 

                            山田町長 佐藤 信逸 

 

 次の工事の設計図書等に関する質問について、回答します。 

 

 工事名  織笠漁港施設機能保全（上部工補修）工事                    

 

番号 質問内容 回  答 

①  

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ径 16 ㎜ L＝60 ㎜ の仕様を

教えてほしいです。グリップアンカー、オ

ールアンカー、ステン、電気亜鉛メッキ、

溶融亜鉛メッキなど 

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ径 16 ㎜ L＝60 ㎜の仕様は、

「金属系ｱﾝｶｰ、本体打込式、電気亜鉛ﾒｯｷ」

です。 

②  

 週休二日制について 

 本工事の特記において岩手県農林水産部

漁港漁村課週休２日工事実施要領記されて

おりますが、岩手県の該当ページ内 PDF 添

付ファイルを見ると補正率が R5年度（代表

例：労務費 1.05）となっておりますがこち

らでよろしいでしょうか。それともこちら

の HP の更新が遅れており R6（代表例：労

務費 1.04）R7年度（代表例：労務費 1.02）

を採用していることはないでしょうか。 

 また、単価内の機械経費（賃料）につき

まして（例：削岩機、コンプレッサー等）

も補正率を掛けた金額となっておりますで

しょうか。 

週休二日制の補正率は、「労務費 1.02、機

械経費（賃料）1.02、共通仮設費 1.02、現

場管理費 1.03」です。 

また、質問の「単価内の機械経費（賃料）

につきまして（例：削岩機、コンプレッサ

ー等）も補正率を掛けた金額となっており

ますでしょうか。」についてですが、特別調

査により設定している単価（コア削孔、FRP

プレート型枠、モルタル充填、削孔部閉塞）

については、共通仮設費と現場管理費の補

正率のみが対象となる積算となります。 

③  

単 55号 

汚濁防止膜の引張高度は 1000～2000 未

満、2000～3000未満、3000～4000未満のい

ずれでしょうか。 

単 55号の汚濁防止膜の引張高度は「1000

以上 2000未満」です。 

 


